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【序】結び目（knot）とは三次元球面 S 3 内の 1 次元球面 S 1 （circle） のことで, 連続的に動かしても同じ knotと
みなす。S 3 内に knot K を境界とする disk D が存在するとき, K を trivial knot といい, D を spanning disk という。
R3は z 軸を境界とする半平面たちで埋め尽くされる。 S 3 ≅R3∪{∞} は半平面 ∪{∞} たちで埋め尽くされ, 半
平面 ∪{∞} の各々を page と呼ぶ。knot の有限枚の page の和集合への埋め込みで各 page と 1 本の arc （曲線分）
で交わるものを arc-presentation と呼ぶ （図 2 参照）。
Dynnikovの定理 （［D1］） arc-presentation された trivial knot は, 有限回の exchange や merge 操作 （図 1 参照）
をうまく適用することで, arc 2 本の arc-presentation に変形できる。
exchange や merge 操作は arc-presentation の arc の本数を増やさず, arc の本数が一定以下の arc-presentation は
有限個しかないため, この定理を用いて knot が trivial かそうでないか判定できる。
【背景】論文 ［D1］ の証明には幾つかの間違いがある。arc-presentation された trivial knot の spanning disk と
page たちの交わりの線のなす特異点付き foliation にはある 7 つのパターンのいずれかが存在し, それぞれの
パターンに応じた exchange や merge 操作を行うことで特異点を減らせると主張しているが, Dynnikov の定義
した 7 つのパターンのどれもが存在しない場合がある。また, 1 つの page において spanning disk の境界上に
複数の特異点が存在することがあり得るが, その場合を考えられていない。
【本研究の結果】 7 つのパターンの定義を変更し, いずれかのパターンが存在するよ
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